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建設現場における使用済み三角コーンのリサイクルループを拡大 

－廃プラスチックの発生抑制と資源循環の促進により、サーキュラーエコノミーに貢献－ 

2 0 2 5年 1 1月 5日 

大成建設株式会社 

株式会社八木熊  
 

大成建設株式会社（代表取締役社長：相川善郎）は、株式会社八木熊（代表取締役社長：

八木信二郎）、日本通運株式会社（代表取締役社長：竹添進二郎）と協働し、当社建設現場か

ら排出される「使用済み三角コーン」のリサイクルループ（図 1 参照）に関する取り組みを、

全国展開に向けて、拡大・推進していきます。 
 
本取り組みは、当社の環境負荷低減活動「TAISEI Sustainable Action®」（以下、TSA と表

示、図 2 参照）の一環として、廃プラスチックの発生量を抑制し、資源循環を促進すること

でサーキュラーエコノミーに貢献することを目的としています。 
 
当社は 2023 年に八木熊と実施した実証試験により、当社建設現場から回収した使用済み三

角コーンを原料として再生三角コーンを製造する技術基盤を確立しました。 
主な確認結果は以下の通りです。 
 
・再生三角コーンは、従来品と同等の材料特性を有しています。 
・使用開始 18 か月経過後も、再生三角コーンの材料特性に大きな変化は認められませんで

した。 
・当社建設現場にて再生三角コーンを継続利用でき、ループ内での再々生が可能です。 

 
これらの成果を踏まえ、当社は 2024 年 7 月より 3 か年計画で、使用済み三角コーンの回収

範囲を段階的に拡大し、リサイクルループ構築を進めています。 
各年の実施状況および予定は以下の通りです。 
・2024 年（1 年目）：東京都内の当社建設現場 10 か所から使用済み三角コーン 752 本を回

収し、再生三角コーンを製造（図 3 参照）。再生品は回収先とは別の

当社建設現場で再使用。 
・2025 年（2 年目）：7～8 月に東京都内および神奈川県内で回収を実施、10 月には千葉県

内へ回収範囲を拡大。 
・2026年（3年目）：関東以外へ回収対象地域を拡大予定であり、全国展開規模を計画 

 
なお、本取り組みでは、環境省通知（環循規発第 2104141 号）に基づき、使用済み三角コ

ーンを「有価物」として直接回収可能なスキームを構築しました。これにより、従来は廃棄
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物処理業者を介して回収していた回収プロセスを簡素化し、使用済み三角コーンの効率的か

つ確実なリサイクルを可能にしました。 
 
今後も当社は、三角コーンリサイクルループをさらに拡大するとともに、様々な廃プラス

チックの再資源化にも取り組みます。また、建設業者・製造メーカー・運送業者が一体とな

った協働モデルを通じて、廃プラスチックの発生抑制とリサイクル技術の高度化によるプラ

スチック資源循環を推進し、持続可能な循環型社会の実現に貢献してまいります。 
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図 1 三角コーンのリサイクルループ 

図 2 TAISEI Sustainable Action®の概要 


